
スプレー缶の上手な捨て方
あなたの分別が事故を防ぐ！

　スプレー缶というと、どのようなイ
メージが思い浮かびますか。スプレー
缶は、缶の中に入っているガスの圧力
で、中身を霧状や泡状にして噴射させ
る製品のことで、殺虫剤、塗料、化粧品、
消臭剤･芳香剤、自動車用品・工業用品
などいろいろな製品として使われてい
ます。中身を噴射させるためのガスと
して、かつてはフロンなどの不燃性ガ
スが使われていましたが、フロンはオ
ゾン層を破壊するため、現在では主と
して液化石油ガス（LPG）などの可燃
性ガスが使われています。
　また、缶の中にガスを充填した製品
としては、コンロ用カセットボンベが
あります。冬の寒い時期やアウトドア
で活躍しますが、こちらは100％ LPG
が使われています。
　2012（平成24）年の生産量は、スプ
レー缶が約5.1億本、コンロ用カセット
ボンベが約1.4億本ですので、皆さんの
身近なところにも何本かはあるのでは
ないでしょうか。このスプレー缶やコ

ンロ用カセットボンベが、全国で１年
間に1,000件以上のごみ収集車の火災事
故を引き起こしていることをご存じで
しょうか。2003（平成15）年から2012
（平成24）年までの10年間に東京消防
庁管内では、ごみ収集車の火災事故が
1,472件発生し、そのうちスプレー缶や
コンロ用カセットボンベが原因の火災
が1,082件、74 %を占めるというデータ
もあります（図1 2010（平成22）年デー
タ）。中身（可燃性ガス）の残った缶が
廃棄され、ごみ収集車の中で缶が破損
し、漏れたガスに何らかの形で引火す
ることが原因になります。
　ごみの分別方法は自治体によって異
なりますが、スプレー缶やコンロ用カ
セットボンベについても例外ではあり
ません。2010（平成22）年に行った全国
10万人以上の自治体に対する調査によ
ると、スプレー缶やコンロ用カセット
ボンベの分別は、資源が41 ％、別収集
·有害ごみが36 ％、不燃ごみが19 ％で
した。これに対して、火災事故全体の
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図1 ごみ収集車の火災事故の原因（2010（平成22）年筆者ら調査）
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94%が不燃ごみの収集車で発生してい
ます。不燃ごみとして収集している自
治体は少数派であるにもかかわらず、
不燃ごみの収集車で火災が起こってい
るということは、残念ながら住民がき
ちんと正しい分別をしないで、誤って
不燃ごみに入れてしまい、結果的に火
災が起こってしまっているケースがあ
るのです。
　以上より、①中身の残った缶を廃棄し
ないこと、②正しい分別区分で排出する
ことの二つを守ることで、火災事故は大
幅に減らすことができます。お住まいの
自治体での正しい分別方法については、
分別カレンダーや自治体のホームページ
などで確認してください。
　ところで、ペンキや殺虫剤など、ご
家庭で少し使っただけで中身は残って
いるけれども使う見込みのない缶はあ
りませんか。自治体では、使い切った
缶は収集しますが、3/4の自治体では中
身の残った缶を収集対象としていない
のです。このような場合、どうやって
中身の残った缶を処分すればよいので
しょう。残念ながら、今のところ明確
な回答はありません。どうしても使い
切れない場合は、製品に記載されてい
るお客様相談室や販売元あるいは自治
体に問い合わせてみてください。
　スプレー缶やコンロ用カセットボン
ベに穴をあけてから出している方もい
らっしゃるかもしれません。前述の調
査結果では、穴あけするよう呼びかけ
ている自治体が約2/3、使い切って穴を
あけずに出す自治体が約1/3と分かれて
います。穴を空ける際には、液が目に

入ったり、引火して火災になったりと
いう事故も発生していますので、十分
注意する必要があります。
　ごみ収集車の火災事故に対して業界
も手をこまねいているわけではありま
せん。例えば、多くのスプレー缶には、
残ったガスを安全に抜くことができる
ガス抜きキャップが取り付けられてい
ます（写真1）。残念ながら、ガス抜き
キャップはあまり消費者に認知されて
おらず、使用している人が少ないのが
現実です。また、化粧品などを中心に、
噴霧剤として窒素ガスなどの不燃性ガ
スを使用した製品が増えてきています。
すべてのスプレー缶をすぐに不燃性ガ
スに変更することは難しいようですが、
消費者の立場としては、スプレー缶の
製品を買う際には、どのようなガスが
噴霧剤として充填されているのか確認
して買うことも必要です。

　スプレー缶やコンロ用カセットボン
ベは非常に便利な製品ですので、火災
事故のことを考えて、上手に消費・廃
棄をしたいものですね。　

写真1　ガス抜きキャップ
（この写真の例では「エコキャップシステム」）
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